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論 文 内 容 の 要 旨

本論 は、人間の思考 は時代 によって様 々に変遷す るが、 にもかかわ らず、永遠 に変わ らない人聞 の核

のよ うなものが存在 す るとい う認識に基づ いている。 それ は人間を動物か らヒ トへ と進化 させた もの と

深 い関連 をもち、時 を経 て現在 も我々の無意識 に存在 し続 けてい ると考 え られ るものであ る。今か らお

よそ3万 年前、洞窟 の奥深 くに残 された多数 の手型 は、先 史時代 の人類がすで に手に特別 な思 いを込め

ていた こ とを証 してい る。 そ して この ような手 の重要性 に対す る認識 は、形 而上学 的思考 の花開 く古代

において も受 け継 がれていた。 ア リス トテ レスは、理性が 「形相 中の形相」で あるように、手 は 「道具

中の道具」であ り、 したが って 「魂 とは手 のよ うなものであ る」 と人体 にお ける手の機能 に例外的な地

位 を与 えてい る。1

この よ うな手に捧 げ られ た文章 として忘れ る ことがで きないのはアン リ・フォシ ヨンの 『形態の生命 』

(1934)に お ける最終章で ある。彼 は手 による空間、重量感、密度、数 な どの把握 が、世界の認識 とそ

の再創造の源であ ると指摘 し、我々ホモ ・フ ァーベルの本 質をなす この器官 に捧げた章 を、次の ように

結んで いる。 「手は素材 に挑んで それを変容 させ、形態 に挑んで それ を変貌 させ る。手は人間を導 き、空

間 と時間の中で人間 の力 を倍加 させ る。」2

さて造形 芸術 において、顔 とともに最 も心理状態が反 映 され る部位で ある手 は極 めて重要 な位置を 占

めてお り、身振 りとい う観点か ら手 を促 らえた美術 史的研究 は少 な くない。仏教美術 にお ける印の研究

1「 霊 魂 論 」 『ア リス トテ レ ス 全 集6』P.108。 実 際 、 古 代 エ ジ プ トの ヒ エ ロ グ リ フ に お い て 、 魂(カ ァ)は ま さ に 両 腕

の 形 象 に よ っ て 表 され て い る。

2FOCILLON,%646sプ わ槻6s,1939,p.128.
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の重要性 は言 うまで もないが、西欧美術 において も、例 えばマルセル ・ブリヨンは、 『絵画 にお ける手』

と題 された その大著 において、13世 紀か ら19世 紀 に至 る西洋絵画 にお ける手の表現 を総括的 に論 じてい

る。3しか し、これ までの絵画分析 においては、あ くまで も身体 の有機的な構成要素 としての手の表現 の

考察 が 中心 となって いる。 ところが、本論 の主題で あ るシ ュル レア リスム にお ける手 の表 象 の特殊i生

は、 それが奇妙 にも身体か ら遊離 し、切 り離 されて現 れ ることにある。

1920年 代か ら1930年 代 にかけて、独立 した手の図像 が、 シュルレア リスムのひ とつ の紋章 と言って も

過言で はないほ ど、 この芸術運動 に参加 したほ とん どすべ ての芸術家 の作 品に登場 す る。 その顕在化

は、絵画、彫刻、オ ブジ ェ、写真、映画、 さ らには詩 の分野 に至 るまで、シ ュル レア リスムの活動領域

全般 にわた って観察 され る。例 えば この時期のマ ックス ・エル ンス ト、サルヴ ァ ドール ・ダ リ、ルネ ・

マ グ リッ ト、 イヴ ・タンギーな どの絵画 で は、独立 した手が中心 的なモチ ーフ とな ってお り、 また、

ジ ャコメ ッティの彫刻、マ ン ・レイの写真やオ ブジ ェ、 ダ リとブニ ュエル との共 同制作 による映画 『ア

ンダルシアの犬』 にも、切 断され た手が特権的なモチー フとして登場 してい る。 シュル レア リスムの 自

動テ クス ト、小説、エ ッセイな どにおいて も、手のイメージは しば しば重要な意 味を担 って登場 し、例

えば アン ドレ ・ブル トンは 「現 実僅 少論」の なかで、 「人差 し指で地平の ある一点 を毅然 として指 し示

すひ とつの手」 を、 「我 々の存在 理由 を再び見 出すた めに唯一残 された可能性」 の表象 として挙 げてい

る。4

独立 した手のイメージ とい う点だ けを考 えれば、先例 を見いだす ことは可能で ある。5しか しシ ュル レ

ア リスムにおけるこの集中性 は、や は り異例の こととして特筆 に値 しよう。造形分野の代表的 な作品に

限って も、20年 代 一75点 、30年 代 一60点 と100点 以上 に及 び、さ らに、 ダダのパ ンフレ ッ トに トレー ド

マー クのよ うに登場す る手のイメージ、マルセル ・デュシ ャンや キ リコな どの先駆 的な作品、 また第二

次世界大戦 の難 を逃れて代表 的なシュル レア リス トがアメ リカに亡命 して国際化 が顕著 となった40年 代

以降の作 品 も考慮 に入れれば、膨大 な数 に上 る。か くしてグザ ビエル ・ゴーチエは 「絵画 な り小説 な り

に切 断 され た手首が出て くれば、直ち に、『これ は大変 シ ュル レア リス ム的だ』と言 え ることにな ろう」と

まで言 いきってい る。6シ ュル レア リスム における この ような手の特権 的ステイ タス を象徴す るかの よ

うに、マ ックス ・エル ンス トの コラージ ュ、《 ロプロブが シ ュル レア リスムのメ ンバ ーを紹介す る》

(1931)で は、 まさに作品全体 に手 のイ メージが偏在 してお り、 ヴェルナー ・シュピース はエル ンス ト

の コラージュを総括的に論 じたその大著の 中で、 「マ ックス・エル ンス トの作 品において、 ロプロブの形

象 と同 じ くらい典型的なひ とつの トポス(心 理場)を 形作 って いる手のオ ブセ ッシ ョン」 についての研

究の必要性 を提言 してい る。7

シ ュル レア リスム芸術 におけ る手 の重要性 は、『シュル レア リスム革命』、『革命 に奉仕 するシ ュル レア

リスム』、 『ミノ トール』な ど、 この運動 の機関誌 にも反映 して お り、豊富な図版 と芸術 にっいての記事

を擁 す るこれ らの機関誌 には、 クリステン ・ポウエルが最近 の論文で触れてい るように、手 に関す るテ

3BRION,Lθ8吻 α勿s4α 郷!σ ヵθ勿'%名θ.

4BRETON,"Introductionaudiscoursesurlepeuder6alit6"(1924)in∫b吻'伽 ブoz67,p.29,

5す で に 紀 元 前14世 紀 に は 、古 代 エ ジ プ トの ア トン教 に お い て 、太 陽 神 ア トンか ら発 す る光 芒 が 、 ち ょ う ど千 手 観 音 の

よ う に先 端 が 手 の 形 で 表 現 さ れ て い る。 ま た 、 独 立 した 手 の 図 像 と して は キ リ ス ト教 に お け る く 神 の 手 〉 が 知 られ

て い るが 、 ロ ー マ 初 期 に は す で に、 イ シ ス 、 キ ュ ベ レー 、 セ ラ ピ ス 、 サ バ ジ オ ス な ど様 々 な 神 々 を一 身 に 集 め た く 万

有 神 の 手 〉 と呼 ば れ る右 手 の 形 象 が 民 衆 の 間 に 流 布 し て い た 。

6GAUTHIER,Suyealismeetsexualite,pp.341-343

7SPIES,1974,1吻 κE7ηsなZθsCoJJ㎎16s,勿%η 広α勿 θ'60η'アα漉o'∫oη∫,p.209.ロ プ ロ ブ とは エ ル ン ス トが 自 己 同 一 化 して

い た 鳥 の形 象 で 、 頭 部 は鳥 だ が 、 手 は 人 間 の 手 で 表 され る。 有 名 な の は 「ロ プ ロ ブ が 披 露 す る」 と題 さ れ た シ リ ー ズ

で 、 様 々 な バ リエ ー シ ョ ン が あ るが 、 そ の 存 在 が 手 の み に よ っ て 暗 示 さ れ る こ と も多 い 。
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クス トや写真が数多 く掲載 されて いる。8しか し、シ ュル レア リスムの総論 あるいは個別研究 において、

しぼ しばその重要性 が指摘 されて いるに もかかわ らず、 シュル レア リスムにおける独立 した手のイメー

ジを総合的視 野か ら本格 的に取 り上 げた研究 は これ まで存在 していない。その要因 は、先に挙 げたジ ャ

ンルの多様性 に象徴 され るこの芸術運動 の複合 的性格、 そ してシ ュル レア リスムが、単 に技法やスタイ

ル の変革 を目指す芸術運動で はな く、 まずなに よりも社会秩序や道徳 的価値 の刷新 を図 る精 神的運動で

あった こ とと無関係 ではないよ うに思われ る。

シュル レアリスムは1924年 の アン ドレ ・ブル トンの 『シュル レア リスム宣言』 を正式な誕 生 とし、パ

リを中心 に国際的な広 が りを見せた文学 、芸術運動 であ る。 『宣言』で謳われてい る非合理主義 は、第一

次大戦 の さなか、 チュー リッヒ、ニ ュー ヨークをかわ き りに、 ヨーロ ッパ各地 に巻 き起 こった反芸術運

動 ダダイズムを直接継承す るものであ ることを示 してい る。 しか し、 ひたす ら偶像破壊 的、撹乱的 なダ

ダイズム に対 して、 シュル レアリスムの独 自性 は、 その体 系性、組織性 にあった。

初期シ ュル レァ リスムの思考形 態は、後 にヘ ーゲル的統合 が試 み られ るに して も、相 対立 す る二つの

要素の一方を糾弾、一方 を賞揚す るとい う典型的な二元論 に特徴づ け られ る。すなわち、現実 に対す る

夢の世界、意識 に対 する無意識、理性 に対す る欲望、知的技巧 に対 す るオー トマテ ィスム、完成 された

芸術 品に対す る日常 的オブジェの賞揚で ある。 これ らを分析 す ると、前者 に属す る要素 は人 間精神 の表

層、あ るいは上位 の価値 を代表す るもので あるの に対 して、後者 に属す る もの は深層 に潜 む より太古的

な要素 と親近性 を持 ってい ることが分か る。

この ような思想 を理解す る上で まず忘れて はな らないのは、 当時新種の科学 として台頭 して きた精神

分析学 との密接 な関わ りあいであ る。意識的 自我は我 々の心 的全体の表層部分 に過 ぎない とし、それ を

無意識 の うちに動機 づ ける深層 のメカニズム を明 らかに した精神分析 は、第一次世界大戦の長期化 に と

もない弱点 を露呈 していった理性万能主義 に幻滅 し、新 しい価値 の創設 を希求 していたシュル レア リス

ムに、格好 の理論的基盤 を提供 した。実際、 ブル トンが 『シュル レア リスム宣 言』 において この運動の

基本理念 としたオー トマテ ィスム、す なわち 「口述 、記述、 その他 あ らゆる方法 を用 い、思考の真の働

きを表現 しよ うとす る心の純粋 な自動現象」9と い う概念 は、第一次世界大戦 中、彼が インター ン として

配属 された病 院で神 経症患者 に対 して行われていた精神分析の技法であ る自由連想か ら直接 ヒン トを得

て生み 出された ものであ る。

人間 の深層 に至 ろう とす るシュル レア リスム芸術 の特徴 は、一方で、 当時の美術史的状況 とも深 く関

連 して いた。19世 紀 美術が ジャポニズムの時代 であった とすれ ば、20世 紀美術 はプ リミテ ィヴィズムの

時代 として位置付 けられ る。表現主義、 キュビズム、 そ して ブランクーシの彫刻 な どに見 られ るア フリ

カの黒人芸術 への関心に始 まった この傾 向は、次第 によ り原初的 なもの に向か い、1920年 か ら1930年 に

かけて は先史美術 への関心 が高 まっていた。 ルシアン・レヴィ ・ブ リュルは 『原始的心性』(1922)に お

いて、「原始 的心性 とは、明晰な思考 に還元で きず、分析 に抵抗す る我々 自身の内奥 に潜 む性向、我 々の

心理や論理が決 して暗闇か ら引 き出す ことので きない性向 を意味 してい るので はなか ろうか」 と述べて

いるがlo、確か にプ リミテ ィヴィズ ム と精神分析 は原 点志 向 とい う点で共通性 を持 って いる。

本論 は、 この ようなシュル レア リスム芸術 に手の イメージが頻 出す る所以 を、美術 史的観点 を踏 まえ

なが ら、 さらに精神分析学、身体論、文化史 な ど様々 な視 点 を取 り入れ て考察 し、そ こに通底 する もの

を浮か び上が らせ ようする試みで ある。構成 にあた って は、時代 の要請 とい う外的要因 と同時に、 内的

8POWEL,"HandsつnSurrealism",A7'研s納,,vol20,No.4,1997,pp。516-533

9BRETON,漁 π吻s'8s4%s%7γ6σ 傭 吻 θ,p.35

10L6vy-Bruhl,五 「σ〃zθヵγ勿漉 勿8,p.131
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必然性の問題を重視する本論の立場から、次の5つ の項 目を基本的な柱 とした。

1シ ュル レア リスム前史

シ ュル レア リス トの多 くが キリコの形而上絵画か ら啓示 を受 けた こ とはよ く知 られて いる。例 えば、

ダ リの最初 のエ ッセイ 「聖セバスチ ャン」 には、 キ リコの絵画 との感動的な出会 いが語 られてお り、 ま

た、 タンギーに画家 を決意 させ たの もキ リコの形而上絵画 との出会 いであ った。 キ リコの絵画 は、オー

トマテ ィス と並 んで シュル レアリスム芸術 の二大源泉 の一 っであった と言 える。 しか し、 キ リコの絵画

の影響を語 るうえで注意 しな ければな らないの は、それが単 に美学 的な問題 に還元 され ない、心理的な

側 面を多分 に含 んでい る とい うことで ある。例 えぼエル ンス トはキ リコの形而上的絵画か ら受 けた衝撃

を 「私はあ る種 の検閲 によって阻まれてい る夢の世界や ある種の既視現象 が開示す るよ うに、私に とっ

て遠 い昔 か ら馴染み深 かった何か を認知 した ように感 じた」 と語 っている。llさらに劇的 なキ リコの絵画

との遭遇が マグ リッ トの 「自伝 的草稿」 に見いだせ る。 「1922年、マルセル・ル コン トがマ グ リッ トにキ

リコの絵、『愛 の歌』の写真 を見せ る。画家 はあふれ る涙 を押 さえ ることがで きない。」12この ようなキ リ

コの影響 の特殊性 を理解す るには、 その精神風土 に論 を進 める必要が ある。

この部 では思想的背景に焦 点を当て、 まず第1章 で近代的幻想文学 にお ける手 のイメージのステイ タ

スを検証 し、第2章 で シュル レア リスムに近接 した例 として、オー ギュス ト ・ロダンの彫刻 にお ける手

の連作 を、 同時代 の詩人 ライナー ・マ リア ・リル ケの論評 を通 して検 討 し、その思想 的源泉 として の

シ ョーペ ンハ ウアーの思想 を跡付 けた。第3章 では、 キ リコの絵画 におけ るニーチ ェ、 ワイニ ンガーの

思想 の影響 を検 討 し、最後 に、 シュル レア リスムに特徴的 な芸術 家 と・詩人 の相互作用 を跡付け る例 とし

て、ダ リにお けるキリコの影響が詩人 ロルカ との親交 を通 して次第 にシュル レア リスムへ と発展 してゆ

く過程 を跡付 けた。

II身体論

シュルレア リスムにおけ る手 のイ メージ は、身体像 の解体 とともに表 され ることが多い。例 えばエル

ンス トの 《人 々は これ にっ いて何 も知 らない》(1923)と 題 された極 めて象徴 的な作品 において、身体 は

まさに解体 され、底辺 には臓器が積み重ね られ、上空 には2対 の下 半身部が浮 き上が り、そ してあたか

も太陽系の中心であ るが ごとく、宇宙的な円環 の中央 に位置 してい るのは手のイメージであ る。 またサ

ルヴ ァ ドール ・ダ リの 《蜜 は血 よ り甘 し》(1927)に おいて も、解体 された身体 と、逆 三角形 の台座か ら

飛翔す る幾つ もの手が中心的モチー フ となってい る。

この部で はまず第1章 で、 当時の社会状況をふ まえなが ら、ポール・シェルダーの身体論、 ジ ャック・

ラカン、 メラニー ・クラインな どの精神 分析理論、 アン トン ・エー レンツヴ ァイ クの芸術理論 な どを参

考 に、 シュル レアリスムにおける独立 した手の表象 の前提条 件 ともいえ る、身体像の解体 とい う現象 を

考察 し、 それがなによ りも心的 自動現象 を重 ん じるシュル レア リスムの方法論その ものか ら派生す るも

ので あるこ とを明 らか に した。第2章 では、ブル トンの 自動 筆記 とマ ッソンの 自動 デ ッサンに頻出す る

手 のイメージの平行現象 に焦点 を当て、 ミシェル ・レリスやモー リス ・ブランシ ョの 自動芸術論、 また、

メルロ ・ポンテ ィの交叉的身体論やエ クリチュールの性的起 源を主張 するデ リダやルロ ワ ・グーランの

理論 を参考 にしつつ、混沌 とした創造 のマ グマ状態か ら手のイメージが現 出す る様 態を分析 し、 自動芸

術 の特徴 が、表 象芸術 の起源 の特徴 と呼応 して いる ことを確 認 した。 マ ッソ ンの 自動デ ッサ ンにお い

11ERNST,"Notespourunebiographie"inEcrituyes,pp.30-31

12MAGRITTE,"Esquisseautobiographique"inEcriture,p.367
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て、線 の戯れか ら生起す る手のイメージは、洞窟の粘土層 を戯れ に指で なぞった痕跡 が、手 の形態 の刻

印へ と発展す る過程 と相通 じるものを提示 していた。 そ して こうした痕跡の意味作用 とそのダイナ ミス

ムは、 内的なもの と呼応 してお り、 そこにおいて手は欠 くべ か らざ る動因 として介在 していた。

mプ リミテ ィヴ ィズム

シュル レア リスム芸術 における独立 した手のイメージには、絵の具 に浸 した 自分 の手を画面 に押 し付

けたマン ・レイの 《セ ルフ ・ポー トレー ト》(1916)、 石壁 に手のイメージが はめ込 まれたルネ ・マグ リッ

トの 《見っか らない女》(1927)、 大理石 に手の形が線刻 され たジャコメッテ ィの 《愛撫》(1932)な ど、

人類最 古の芸術 的表 象 とされ る洞窟手 型 との類縁性 を示す ものがい くつか存在 す る。オザ ン ファンは

『近代美術の基礎 』(1928)の 表紙 に洞窟手型の模写 を掲載 す るとともに、その序 文で 「ああこれ らの手

よ!茶 褐色の地表に まき散 らされた これ らの手型 よ!行 って見た まえ。かつて経験 した ことが ない ほど

強烈 な感動 を覚 えるに違 いない。永遠 の人類が あなた を待 って いる」 と、手型 のあ る洞窟 を訪れた とき

の感動 を熱烈 に語 ってお り、13洞窟手型が シ ュル レア リスムに影 響 を与 えた可能性 は充分考 え られ る。

しか し一方で、マ ン・レイの作品 と26年 も時を隔てた ミロの 《脱出 を夢見 る女》(1942)に まさに洞窟手

型 を思わせ る四つの手の跡が再び現れ るとい う事実 は、洞窟手型が単な る影響 関係 とい うよ りは、シ ュ

ル レア リスムの本質 的な ものに触れてい ることを示唆 してい る。

影響関係 とい うものには、常 にそれを受 け る側での選択の問題 が内属 す る。過去現在 ともに無数 に存

在す る影響源 の中か ら、 あるもの にイ ンス ピレーシ ョンを受 けるに至 るには、 内的必然性の問題 を抜 き

に して は語れない。 さ もな くば影 響関係 は、単 なる借用、模倣 の問題 となって しま うで あろう。第1章

と第2章 では、 これ らの洞窟手型 とシュル レア リスムの手の表象 との内在 的関連性 を検証 し、そ こに触

覚性 を契機 とした女性原 理 との一体化 とい う共通項 を導 き出 した。人類最 古の表象 とされ る洞窟手型

は、大地 との接触 を通 して 自然の根源 的な生命力 と一体化 しようとす る先史人 の意思 を反映 した もので

ある可能性 が考 え られ、 また、それ らの手型 に しば しば見出 され る切 断指 の問題 は、芸術 を現実 とは異

質な次元への変容 ととらえるジ ョルジュ ・バ タイユの思想 と通底 す るものを示 していた。続 く章 におい

て は、シ ュル レア リスムに数多 く見 出され る手 と球体 の組み合 わせ と、 「万有神の手」 と呼 ばれ る古代

ローマのオ ブジェや、「ファティマの手」と呼 ばれ る民間信仰 におけ る独立 した手の表 象 との関連 を考察

し、そ こに太 古か ら延々 と続 く人間心理 の究極的形 態 としての両性具有へ の希求 と、その絶 え間無 い文

化的断絶の様態 が反復 されてい ることを跡付 けた。

IV精 神分析

フロイ トは、切 り離 された手足、腕か ら離れた手な どのイメージは、我々の意識 の去勢 コンプレ ック

スへの接近か ら起 こる とし、あ る患者が幼児期 に見た小指 の切断 の幻覚 を論 じてい る。 シュル レア リス

ム にはエル ンス トの 《オイデ ィプス王》、ダ リの 《傷つ いた鳥》(1926)、 ジ ャコメ ッティの 《捕 らわれた

手》な ど、 この ようなフロイ ト理論 との関連 を示す作品がい くっ か存在す る。

ブル トンは 『シュル レアリスム宣言』 において、想像 力の無 限の可能性 を賞揚 した後、夢 と狂気の世

界の解 明に尽 くした フロイ トに賛辞 を送 ってい る。 こうした精神分析学への興 味は、単 にブル トンの個

人的な次元 に とどまるものではな く、 シュル レア リスム全体 の趨勢で あった。マ ッソンはシュル レア リ

スム と接触 を持 ち始 めた当時を振 り返 り、 グルネル街 に開設 され たシュル レァ リスム研究所で フロイ ト

130ZENFANT,FoundationsofModernArt>1931,p.xii.
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の 『精神分析入門』が聖書 の ごと く奉 られていた様子 や、 このよ うな雰囲気の中で、1925年 か ら1926年

にかけて彼 自身、ご く自然 にフロイ トの著作 に親 しむ ようになった経過 を語 ってい る。14しか し本論 で精

神 分析理論 をあ えて採用 す る所 以 は、 こ うした外的要因 のみな らず、独 立 した手 の表象 に具現 され る

シュルレア リス ムの心的傾 向が、 フロイ トおよび ラカ ン理論 の中核 をなす ファルスの概念 に通底 す るも

のである とい う認識 に基づ いている。

この部で はフロイ トの 『ダ・ヴィンチ論』、 ラカ ンの フェティシズ ム論 な どを参考 に しなが ら、プ リミ

テ ィヴィズム との関連で浮 かび上が って きた要 素を再検討 し、 シュル レア リスムの手 の表象が失われた

母子融合 のシニ フィアン、フ ァルス と合致 してい ることを論証 した。 シュル レァ リス トの多 くには、芸

術家一般 の特徴 とされ る幼児期 の密接な母子関係 と父親 との 同一化の破綻 が顕著 に認 め られ、彼 らの中

には長男が多い こ とや、両大戦問 の社会的状況 が この傾 向に拍車 をか けた。既成秩序 に反抗 し、失 われ

た原初的融合感 を芸術 において実現 しよ うとす る彼 らの試み は、手のイメージが内包す るフェテ ィシズ

ム的構 造 を通 してシ ュル レア リス ムのオ ブジ ェの中に結実 した。

V写 真、映画

ヴァル ター ・ベ ンヤ ミンは 『複製技術 時代 の芸術』(1936)に おいて、現代 の知覚 は視覚的様式 に よっ

てで はな く、触覚 的様式 によって説明 され るべ きであ るとし、 ダダイズムの美学 にその典型的な現 れを

見た。 またその6年 前 に発表 された最初期 のエ ッセイ 『シ ュル レア リスム』では、ブル トンの 『ナジャ』

を、かつての 「宗教 的啓示」 に取 って代 わ る 「唯物論的、世俗的啓示」 の指標 として取 り上 げてい る。

ベ ンヤ ミンの美学 とシュル レア リスム との親近 性は、すで に1927年 に彼が滞在地 パ リか らホ フマ ンス

タールに宛 てた手紙 の中で、シュルレア リス ム運 動の中に、自分 と同 じものが脈打 ってい るのを発見 し、

故国で感 じていた孤立感か らようや く癒 された と書 き送 ってい るこ とか らもうかがわれ る。

この部 では、再び美術史的 コンテ クス トに立 ち戻 り、ベ ンヤ ミンの思想 を導 き としなが ら、第1章 で.

はマ ン ・レイの写真 に数多 く見 出 され る手 のクローズ ・ア ップ、第2章 で はマ ン ・レイの 『海星』、 ブ

ニ ュエル とダ リの 『アンダルシアの犬』、『黄金時代』 に現れ る手のイメージを中心 に考察 した。写真 ・

映画 の代表 的技法で あるクローズ ・ア ップやモ ンタージ ュは、事物へ の関心、お よびその選択 と組 み合

わせ を特徴 とするシュル レアリスムの美学 との相 同性 を示 してい る。 また、マ ン ・レイやブニュエ ルの

映画 には、ベ ンヤ ミンが映画 とダダ ・シュル レア リスムの共通性 として挙 げる 「生理 的シ ョック作用」

が、手 のイメージを通 して効果 的に機能 してお り、シ ュル レア リスムの絵画、彫刻 に内在 す る原初的融

合へ の希求 とその危機的側 面が、 映画 固有 の時間的持続のなかで表現 されていた。

さて、 シュルレアリスムにおけ る手 のイメー ジを考察 した これ ら5つ の部 に通底 して浮か び上が って

くるのは、触覚性 を通 した根源へ の回帰 とい う特徴 であ る。それ は一方で、身体 、性 、起源 の問題 と密

接 に結 びつ いていた。 ところで、5つ の異 なる視点か らほぼ同 じ要素が浮かび上がって きた ことは、 そ

れが ひ とつの時代精 神 を具現 して いた ことを示唆 してい る。近代 の理性神話が崩壊 の色 を濃 くして いた

20世 紀初頭、時代 は理性 では捉 えきれぬ人間の根源に戻 ることによって、世界 観を刷新 しよ うとす る機

運 に満 ちて いた。思想界 では シ ョーペ ンハ ウアーや ニーチ ェに よって先鞭 を付 け られた根源へ の思考

が、精神分析学 にお ける深層心理 の探求へ と発展を遂 げ、芸術で はプ リミテ ィヴィズムの波が押 し寄せ

14MASSON,五 θ吻 θ11θ伽s%776擁s勉 θ,E67爵,p。31.さ らにエ ル ンス ト、ダ リな どシ ュル レア リスム を代表 す る芸術 家

が 、国籍 は異 な りつっ も、すで に シュル レア リス ム運動 に加 わ る以 前か ら精神 分析 学 に少 なか らぬ興 味 を抱 いて いた

とい う事 実 も、 この 芸術 運 動 と深層 心 理学 との深 い関 わ りを物 語 って い る。CfERNST,E67伽7θs,p.20.DALI,

加 伽3θ6碗646S伽 磁oプ1)σ1∫,p.40-41
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る一方で、写真、映画が新たな知覚様式 を提示 していた。シ ュル レア リスムは この ような潮流 を敏感 に

感 じ取 り、それを表現す るこ とによって、20世 紀 を代表す る芸術運動 となった とい えよう。

か くして、シ ュル レア リス ムに集 中的に現れ た手 のイ メージ は、ア ンリ ・フォシオ ンが芸術 家につ い

て語 った次 の文章 を まさに具現 す るものであった。 「我 々は人間が数千年 にわた る経験 を通 して獲得 し

た知識 を甘 受 してい る。我々の内に潜 むそれ らの知識 はすでに無 意識 的で自動的な もの とな り、恐 らく

使い古 されてい る。芸術家 は自由にそれ を呼 び戻 し、かつ刷新 す る。彼 は一か ら始め るのだ。」

現代 は実際の接触 を必要 としないバーチャルな世界が横行 し、 ブル トンが警告 した 「現実感覚 の希少

さ」が ます ます進展 してい る。15その是非 は ともか く、人類 の新 たな展望 は、現実の認識 か らしか生 まれ

ない。過 去の美術 は歴史的価値 を有 しているのみ な らず、我々の同時代 的知覚の源泉をな してい ること

を忘れてはな らない。 そのこ とをシュル レア リス ムは、手のイメージを通 して証明 してい るのである。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は五部 に分か たれ、シ ュル レア リスムの運動 と 「手」の表現 との関連 を順次述 べてい く構成 を

とってい る。 まず第一部で はシ ュル レア リスム と 「手」の表現 についての前史が述べ られ、 ロダンか ら

始 まる近代 の 「手」の 自立 的表現か ら説 明 され る。 「手」 というもののあ りかを論 じ、触覚性 を通 して理

性で はとらえ きれ ない事物の核 心に至 ろ うとす る芸術 家の意志 を見 ると同時 に、身体 を通 して世界 を再

生 させ ようとす る意志 を確認す る。 「手」の問題 を考 え るとき、シュペ ングラー は 《人は何 に よって人 と

なったか。 それは手 の発生 による》 と言明 して いる。 この器官 に よって こそ人の力が 自然 に対 して働 き

か け、 また対立 もするよ うになった、 と言 うので ある。 これに対 して、 それ以後 、キ リコ、 ダ リな どに

よって、新 たな 「手」の表現 が始 まった ことが論 じられ る。 キ リコや ダ リの場合 、原始 的心性への志向

をもってい るが、 しか しその形而上 的傾 向 と相反せ ざるをえない。 シュル レア リスムの 「手」 において

「切 断 された手」が多 い とす る と、 これ は明 らか に、 その 「手」 の 「力」 を否定せ ざるをえない二十世

紀の情況 を示 して いる。

第 二部で は 「身体論的考察 」がなされ 「解体す る身体 」 とい う側面で 「手」が理解 され る。 この こ と

によ り、シ ュル レァ リスム と 「手」の関係が一層理解 され るであ ろう、 とい う。 ブル トンが 『シュル レ

ア リスム宣言』 において述べたオー トマティスム、すなわち 「口述、記述、 その他 のあ らゆる方法 を用

い、思考 の真 の働 きを表現 しようとす る心 の純粋 な自動 現象」 とい う概念 は、神 経症患者 に対 して行 な

われた精神分析 の方法か ら生 まれた自由連想か らヒン トをえた もので あった。その実践 として推奨 され

たのが、あ らゆ る批判的意識や美的配慮 を抜 きに して心 に浮 かぶ ことを書 き留め る 「自動筆記」で あ り

「自動デ ッサ ン」で あった。 「心 的自動現象」の重視 はフロイ トのい う 「潜在意識」の認識 に基づ くもの

であ り、そ こか ら生 じた 「自動筆記」 「自動デ ッサ ン」 とい う方法 は、 これ まで描 かれ なか った世界の表

象を可能 にす る。 それが表象芸術 の起源 を物語 るのだ と論者 は考 える。

そして第三部 では 「プ リミテ ィヴィスム」 につ いて論 じられ、先史時代 にお ける洞窟 における手型 と

シ ュル レア リスムの手の表象 との関連が述べ られてい る。マ ン ・レイ の 『セル フ ・ポー トレイ ト』にお

いて は、絵具 に浸 した 自分の手を画面 に押 しつ けた試 みが見 出だされ るが、 これは先史時代の洞窟 の手

15BRETON,"lntroductionaudiscoursesurlepeuder6alit6"in∫b勿'伽 ブo%7,pp.8-9参 照.ラ カ ン は1949年 の

論 文 「鏡 像 段 階 」 で 、 鏡 像 に よ る主 体 の 分 裂 の模 範 的 描 写 と して ブ ル ト ンの この テ ク ス トを 挙 げ て い る 。Lacan"Le

Stadedemiroire"inEcrits,p.96,p.610
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の型 と同様 な もの となってい る。筆者 はそこに自然 の根源 的な生命力の讃歌 を見て いる。 この点 におい

て はシ ュル レア リス ムが プリミティヴィスム と極 めて密接 な関係 にあるこ とを注 目すべ きで あろう。

第四部 において論者 は 「精神分析学 的考察」 を試 み、 フロイ トの心理学が 「性的」 な要素 を重視す る

よ うに、 「手」 その もの も 「性 的な幻想」 をあ らわ し、それが両性具有的な側面 を持つ ことに着 目す る。

エル ンス トは精神病院の患者 の絵か らえた感銘 を自伝 的覚書 に記 し、 ダ リもフロイ トの著作 に接 し 『陰

欝 な遊 び』 を描 くが、 これ はバ タイユによって、去勢不安 との関連が ある と論 じられて いる。論者 はさ

らにフロイ トが 「不気味な もの」 と題 された論文 において 「切 り離 された手足、切 られた首、腕 か ら離

れた手」な どのイメージの不気 味 さを、去勢 コンプレックスへ の接近か ら起 こって くると述べてい るこ

とにも注 目している。

第五部では、 シュル レア リスムの運動 の もうひ とつの側面で あ る、写真 と映画 のジ ャンルを論 じてい

る。 まずベ ンヤ ミンの思想 を検 討 し、 その 『複製技術時代 の芸術』 にお ける、写真 は慣れ親 しんでいた

自然 を主観 的現実か ら切 り離 し客観化 す る、 という点か ら、 その歴史的 ・文化 的オー ラを剥奪す る、 と

い う考 察を取 り上 げる。ベ ンヤ ミンは、写真 によって もた らされ た芸術のオー ラの喪失 と大衆化 に、積

極的な意味を見 出だ してい る。それは個 々の存在が写真 において は平等的な知覚 において写 され る、 と

い うこ とであ り、 そ こか ら新たな ものへの問 いが あらわれ るとい う。現代の知覚が視覚 的様式 によって

で はな く、触覚 的様式 によって説 明 され るべ き とす るその思想 を導 き として、例 えば、 マン ・レイの写

真 に数多 くあ る 「手」の クローズ ・ア ップを分析 してい る。写真 ・映画 の代表的な手法 であ るクローズ ・

ア ップやモ ンタージュは、 その効果が 「手」 のイメージを通 して機能 し、 シュル レア リスムの 「原初的

融合状態」への希求 をよ く示 してい るとい う。

本論文の特色 は、 これ までの ようにシ ュル レア リスムの問題 とい うと、 ブル トンの 『シュルレア リス

ム宣言』 を中心に理論的な解説 を行 い、それ に共鳴す る作 家を、 キ リコ以後、順に論 じてい くとい う従

来見 られた手立てを取 らず、「手」の表現 に焦点 を絞 り、そこに見 られ る絵画的様相 をキ リコ、ダ リ、エ

ルンス ト、 タンギー、 マン ・レイな どの各作家 の具体的な作 品を選 び縦横 に論 じ、かえって この運動 を

貫 く表象の一貫性 を浮 き彫 りにしてい る。 さらにニーチ ェ以降の近代 の思想家、文学者 たちの多 くの引

用 を交 えて、シ ュル レア リスムの全般 的な論理 にメス を加 えてい る点 にある。 よって、本論文 の提 出者

は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と認 め られ る。
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